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“V2X”とは，車と車（V2V），路側機（V2I: Vehicle to Infrastructure），









700MHz 帯を ITS 周波数帯に活用することを決定」，欧米が使用す
る「5.8GHz 帯に比べて電波の回折量が多く，建物などの陰に回り
込んで到達する」ので「確実な情報伝達が可能」で，「日本は世界
に先駆け」「2015年末より世界初の”V2X”搭載車を販売開始」し
ました．「東京 / 愛知を中心とした都市部52ヵ所で路側機を設置，
順次全国へ拡大予定」で，「ドライブレコーダーは V2X を搭載する
ためのアフターマーケット製品としては最適」で，「今後大きな市
場拡大が見込まれ」ています8）．
3．まとめ　機能進化：記録/分析から未然防止へ
KU－WIRF 活動2016を概観しました．各講演はドライブレコー
ダー活用で交通事故が如何に激減したか，行政，運輸事業者，交通
安全管理コンサルタント，損保企業，新技術開発技術者の視点で最
新動向を紹介し，新しい幅広い活用が見えました．
KU－WIRF は交通事故激減を目指し今後も活動します．皆様のご
理解 / ご支援をよろしくお願いします．
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